













Study on factors affecting recovery after the Great East Japan Earthquake






























































20 歳代 　5 1.1%
30 歳代 21 4.4%
40 歳代 36 7.6%
50 歳代 59 12.4%
60 歳代 158 33.2%
70 歳代 108 22.7%
80 歳以上 51 10.7%























































名取市 88（23.4％） 161（ 43％） 126（33.6％）
岩沼市 46（12.3％） 167（44.8％） 159（42.7％）


























































満足感 0.219 ** 
地域への帰属感 0.0071
地域の住み心地 0.174 **
** t値　p<0.01
図12　復興感に影響を及ぼす要因
　復興感に影響を及ぼすのは、現在の生活への満足感や現在の地域への住み心地のよさである。
（考察）
　東日本大震災後の復興感に関して、名取市、岩沼市、石巻市の仮設住宅、復興公営住宅、そ
の他の地域住民を対象として震災後５年半を経過した時点で、476名に対してアンケート調査
を行った。回答者は女性が３分の２を占め、60歳代以上も半数を占めていた。
　主な結果を示すと　健康状態は、３地区合計でよい、非常によいが57％と半数以上である。
地域ごとでは岩沼市の健康状態が他地域に比べてよかった。住居形態ごとでは、名取市と岩沼
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市の復興住宅が高くなっており、住居として復興住宅に落ちついたことが健康状態によい影響
を及ぼしている。市民と行政との関係については、岩沼市は行政依存度が小さく、集団で物事
を決める傾向が強い．一方、名取市は集団で物事を決める傾向が他所よりも低いという結果が
示されている。現在の生活に満足しているかでは　岩沼市、石巻市の復興住宅が高かった。一
方名取市の復興住宅住民は他所に比べると高くはなかった。一方名取市、石巻市の仮設住宅入
居者は満足感は低かった。地域への帰属感は岩沼市、石巻市、名取市の順で高くなっている。
それぞれの地域における結びつきの強さでは、石巻市と名取市は弱いと感じており、岩沼市は
強いと感じている人が多い。地域の住み心地に関しては、名取市と岩沼市はよいと感じている
一方で、石巻市はよくないと感じている人が多い。地域ごとの復興の様子では、岩沼市、石巻
市、名取市の順で高くなっている。住居形態ごとの復興では、集団移転が高くなっている。地
域、住居ごとの復興感では岩沼市の災害公営住宅が最も高く、石巻市、名取市の災害復興住宅
も高くなっており、住居形態が復興感に及ぼす影響は大きい。
　復興感に与える要因としては、もともとあった地域への帰属感ではなく、現在の生活への満
足感と現在の地域への住み心地のよさが大きいという結果が示された。
　以上の結果から考察すると、復興住宅への入居者の健康状態が良く、満足度も高いことから、
住居の復興が復興感に与える影響は大きいという従来どおりの結果が示された。一方、復興の
過程で地域差も生じており、岩沼市は地域への帰属感が強く、さらに行政依存度が低く、集団
で物事も決める傾向が高いため、復興のスピードも速くなったと考えられる。一方、復興感に
関しては、地域への帰属感が強いほど、復興感が高いと予想したが、結果は、現在の生活に満
足しているか、その地域への住み心地のよさが影響しているということが分かり、現実的な感
覚で捉えていることが分かった。
　名取市や石巻市の地域への帰属感の低さは、もともとであるのか、復興の過程であるのかは
不明である。また、内田（2019）が述べるような名取市民の行政への不満の高さは、復興過程
における行政そのものの落ち度があるのかもしれないが、名取市民の行政への依存度の高さ
と、集団で物事を進める傾向が低いことによるのであろう。
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